
【安全教育】
基本的な流れの訓練（　教室学習中で災害が発生→先生の指示で安全な避難経路で校庭へ避難→整列→人数
確認）　から、突発的な訓練　「清掃中に地震が起きる」、「中休み中災害発生→日時は予告せずに行う」などの際
に、どのように判断して安全な場所へ避難するのかを考え、安全学習に取り組む。
【健康教育】
①取組の中間振り返りを行い、内容の修正を行う。学校保健委員会では、取組のまとめを行い、次年度へつなげｔ
げいく。
②食事に関して生活科で育てた野菜を過程で食べることや家庭科の調理実習、給食委員会による「給食週間」の
取組の中で、食事における栄養バランスについて意識を向けていく。
　運動委員会の活動を引き続き行い、寒い時期でも全校が元気に楽しんで外遊びができるよう、集会活動を行い、
体力向上をめざす。

　学習の目的に沿って、友達と協働的な学びの実現を図ることを第一の目標とする。そのために、教師は授業の中で学んだことを振り返
る機会を設定したり、学んだことを活用したりする場面をカリキュラムに位置付け、意図的・計画的な指導を行う。また、子どもの学習意欲
の向上を目指し、基礎学力を高めることができるような学習習慣の確立と家庭学習習慣を身に付けることができるようにする。

（１）安全教育の本校の状況
　安全学習では、災害時に児童がどのように自分の身を自分で守って
いくことができるのか、自己回避能力を身に付けるための方法を様々な
ケースの避難訓練を通して養っている。避難訓練時には、R6より事前学
習を実施したことにより避難訓練の目的や方法を理解して実践に取り組
もうとする子どもの姿が見られるようになった。

（２）健康教育の本校の状況
　健康学習では、天候等の状況で暑さの厳しい日は外遊びができない
等、生活環境の変化で子どもたちの体力低下を感じている。体力テスト
の結果からも平均値を大幅に下回っていることがある。体力差もあり、
継続的な体力向上の取組を推進することが重要と考える。
　そのために本校では休み時間にできるだけ外遊びを促している。ま
た、体力向上に向けて運動委員会主催の「長縄月間」や「マラソン月間」
を通して全校で体力向上を図っていけるようにする。

　
（令和７年度　横浜市体力・運動能力状況調査　）

　　また、栄養バランスの取れた食事の仕方についても、子ども自身が
健康な体づくりを進めるための実践を図った。栄養教諭と連携した授業
実践を各学年で実施することで、よりよい食習慣の形成につながる学び
を実感できるようにした。

①年度始めの避難経路→安全に避難する学習から予告なしの訓練へと訓練内容を変更して発展的内容で行う。
②生活習慣の向上をめざし、睡眠の確保や目の健康をもとに学校保健委員会で取り上げ全校で取り組む。
③体力向上のための具体的な運動の取組を運動委員会を中心に行う。

目標を実現するための具体的行動プラン 目標を実現するための具体的行動プラン
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各部会からの取組内容から
①基礎学力の向上を目指すために、
・校内定期テストの実施（読み・書き）ー年4回
・教室・学校環境整備ー教室環境整備を行うための教師アンケートをもとに共通掲示を行う。獲得した語彙を教室
の内に言葉の宝箱として掲示することについて校内で統一する。
・家庭学習の系統化ー職員アンケートをもとに発達段階に合った家庭学習の内容の検討をする
・指導と評価の一体化に関する職員研修を行う。
②年間指導計画の見直し
・重点研の国語科を中心とした年間指導計画の見直しを行う。総合的な学習の時間と各教科等の横断的に指導が
できるように検討を図る。
③学習評価
・年間数回の研修やOJT部会との関連を図り、指導と評価の積み重ねをしていく。

上
半
期

【安全教育】
　火災・地震・不審者等の避難訓練を行い、事前に訓練の主旨を確認し、実際の訓練後は職員や児童の振り返り
をもとに改善を重ねながら実際に即した内容に近づきながら学習をする。
訓練を繰り返すことで一人ひとりの自己回避能力を養う。火災時には防火扉を活用したり、出火場所から避難経路
を見つけ出したりするなどができるようにする。
【健康教育】
①健康診断等の結果から本校児童の体力等の現状と課題を把握し、取組の内容を検討する。
　今年度の児童の健康に関する問題をピックアップし、学校保健委員会で取り上げて全校で自己の健康について
考える時間を設ける。
②体力向上のために栄養バランスの取れた食事と日々の運動に子どもの気持ちを向けていけるようにする。食事
面では、給食スタンダードに基づき、安心・安全な給食指導を行う。改善の必要がある場合は、部会で検討し、職員
打合せ等で共通理解を図る。また、運動面では、児童会活動（運動委員会）を通して平素から体を動かすことの大
切さを子どもに意識づけていく。

下
半
期

（１）学力に関わる子どもの実態
　令和6年度の結果と比べても、学力については横浜市の平均
を下回る結果となった。一方で、生活意識や学習意識に関して
は、学年によって散らばりはあるものの、横浜市の平均に近い
結果も見受けられる。
　横浜市の平均との差から、
・学力は、平均と差が大きい。
・生活意識は、学年が上がるにつれて意識が低下している。
・学習意識は、学年によって多少の変化はあるが、大きな変動
は見られない。
（２）前年度の学力結果
　国語科を中心とした授業改善については、これまでの重点研
の成果として児童の学習意欲や教師の指導力向上に反映して
いると考える。一方で、数値としての学力には反映していないこ
とが課題として残る。学習が楽しいと思えても確かな学びが蓄積
していないことが現状である。学習の目的を児童自身が理解し、
学んだことを振り返り、活用する機会を設けることが教師側に足
りないことがデータから捉えることができる。

（１）前年度　横浜市学力・
学習状況調査の結果

（２）前年度　４年生　国
語科の学力調査結果

今年度の目標 健やかな体に関わる本校の状況

下
半
期

各部会からの取組内容から
①基礎学力の向上を目指すために、
・校内定期テストの実施（読み・書き・計算）ー年4回
・教室・学校環境整備ー上半期に引き続き、獲得した語彙を教室の内に言葉の宝箱として掲示することについて校
内で統一する。
・家庭学習の系統化ー保護者アンケートをもとにしたり、４月の横浜市学力・学習状況調査の結果をもとに見直しを
図る。
②年間指導計画の見直し
・年間３回の授業研をもとに、その後の学級での成果を他教科・領域等で活用するための授業を意識して行うよう
にする。校内で学年を超えて見合う機会を設け、各学年に沿ったカリキュラムを進める。
③学習評価
・記述による評価の研修を数回行う。子どものよさに目を向けた評価ができるようにする。
④読書の習慣化
・校内の読書週間をもとに、学習において目的をもった読書を児童自身ができるようにする。

学力向上アクションプラン 健やかな体の育成プラン

今年度の目標

重点取組分野 具体的取組 重点取組分野 具体的取組

深い学びの授業づくり
【主体的・対話的で深い学びに関わる授業改善　・言語能力向上に関わる環境整備】
①国語科の授業改善を軸に、「伝え合うことで、自分の考えを広げたり、深めたりする子」の育成を目指す。そのために、「目指す姿を明確化すること」「主体
的・協働的な学びになるように授業デザインをすること」「振り返りを充実させ、獲得した力を認知させること」の３点を中心に授業研究を行う。②日々の活動
から言語能力の向上を目指すために、読み聞かせや獲得した語彙の掲示などを全校で行う。

安全教育
健康教育

①地震・火災・不審者侵入等に備えて自己回避能力を育てるための訓練を年間を通して段階的に行う。訓練前にはICT機器を活用した事前指導を行い、自
分ごととしてとらえられえうよう安全意識を高め、災害に応じ自己判断して避難ができるようにする。②安全・安心な学校生活を送ることができるようにけが等
の未然防止に務め、規則正しい生活を送り、生活習慣を整えて学習に取り組めるよう支援する。③体力向上のために学校全体で子ども主体で計画されたマ
ラソン月間や長縄月間などの体力アップ集会を行う。暑さが厳しい時期にも体力向上を目指すために、ストレッチやバランストレーニングも計画し、実施する。

担当 授業改善部　深い学び 担当 安全・健康教育推進部

学力向上に関わる本校の状況

豊かに学び　認め合い　咲かせよう笑顔と満足の花
〇基礎・基本を身に付け、自ら問題を発見し、よりよく解決する力を育てます（知）
〇自他を大切にし、豊かな体験を通して他者とともによりよく生きる力を育てます（徳）
〇自ら健康を保持・増進し、心身ともにたくましく生きる力を育てます（体）
〇自分の役割や働くことの意義を理解し、地域や社会のために他者と協働する力を育てます（公）
〇自分を見つめ、多様性を尊重し、共生する力を育てます（開）

（１）スマイル人権集会・スマイル人権週間
　R7年度は、「自分らしさを発揮できる子」をテーマに、年度初め
になりたい自分についてアイコンを活用して考えた。年間３回の
スマイル人権週間を行い、自分や友達の自分らしさについて考
える機会を設けた。
　スマイル人権週間では、ガンバレ☆プロレスの選手を招き、自
分のことを好きになることのよさについての話を聞いた。
【スマイル人権週間ふり返りより】
・仲の良い友達のよさはすぐに思いついたけど、苦手に感じてい
る人のよさは思いつかなかった。見方を変えてみるとその人のよ
さも見つけられることがわかった。
・一番心がけたのは相手の意見を受け入れること。自分と考え
が違っても、もう一度その人の意見について考える時間をとるこ
とで、こういう気持ちなんだな、と理解することができた。
・いつも好きなことについて楽しそうに話すことも、その人の個性
の一つなのかなと思った。

　年度初めにテーマを意識し、集会等で考える機会を複数回設
けたことで、年間を通して「自分らしさ」から「周りの人の個性」ま
で関心が高まったと考えられる。学年にあっためあての設定も大
切。

（２）授業や日常生活の中で
　職員の振り返りから、相手を思いやる言葉遣いができなかった
ことが原因でトラブルになることが多いことが課題として挙げられ
た。日常生活の中で自分も相手も認めることができる児童の育
成のため、「言葉」に焦点をあてていくことが必要と考える。

「安心して自分らしさを発揮できる子」の育成
①相手を思いやる言葉について考え、日常生活や授業の中で使えるようになる子の育成。
②道徳の授業の中で、安心して自分の考えを伝えることができる、友達の考えを理解しようとすることができる子の育成。そのための授業改善。
③YP支援検討会から、温かい学級風土作りについて考える。各クラスの実態にあった取組を行う。

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

①人権教育
・スマイル人権集会（4月）…言葉について各クラスで取組を考える。
・スマイル人権集会（7月）…各クラスの取組のふり返りを行う。
・言葉の掲示

②道徳授業改善
・道徳授業参観（部会）（5・6月）
・授業づくり研修（講師あり）（6月）
・豊かな心の教育推進校公開授業検討
…指導案検討①（メンター合同）（7月）　指導案検討②（全職員）（8月）　　指導案検討③（部会模擬授業）（9月）
・言葉の掲示、価値の掲示

③温かい学級風土作り
・YP支援検討会（講師あり）（6月）
・スマイル相談（6月）

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

自分づくりに関する力
問題発見・解決能力
自分の考えを伝える力

具体化した資質・能力

・夢や希望をもち、なりたい自分や生き方を追求する姿勢
・問題を発見し、様々な情報を活用・選択しながら解決する力
・思いや考えを表現する力
・メタ認知と自己を理解する姿勢

下
半
期

①人権教育
・スマイル人権集会（10月）…言葉を考えることから安心して自分らしさを発揮できる学級づくりについて考える。
・スマイル人権週間（12月）…ゲストティーチャー集会　安心して自分らしさを発揮できる学級づくりの取組。
・言葉の掲示

②道徳授業改善
・豊かな心の教育推進校公開授業（10月）
…公開授業のふり返りから授業改善や教室環境について校内に発信。全校で取り組む。
・人権週間中に活用できる道徳の授業の推進（12月）
・活用できる別葉の作成

③温かい学級風土作り
・YP支援検討会（講師あり）（10月・2月）
・スマイル相談（10月・2月）
・見合おう週間（10月）…児童の様子を見合い、実態から各クラスの取組の検討を行う。

中期取組目標
〇子ども達の夢や希望を育みながら、まちと共に歩む学校づくりを推進します
 子どもたちが様々な学習や体験を通して多くの人やものと出会い、豊かに学べる学校づくりを目指します。
 人との関わりやつながりを大切に相手意識、目的意識を育て、子どもたちがお互いの良さを認め合い協力する喜びを実感し、共に成長
していこうとする豊かな心を育んでいきます。
 学校・家庭・地域の中で自己有用感や多くの達成感を感じ、夢や希望をもち、なりたい自分に向かって努力し続ける意欲を高めていきま
す。

豊かな心づくり
【人権教育推進　・道徳教育推進】
①人との関わりの中で自分も友達も大切にできる子の育成。人権集会や人権週間、言葉の掲示などを行う。②道徳教育を通して多様性を尊重する子の育
成。道徳科の授業改善を図る。③YPアセスメントシートを活用した安心して自分らしさを発揮できる学級風土づくりを全学年で実施する。ＹＰ支援検討会や授
業を見合おう週間などを通して、児童の実態から支援策を考え、学校全体で取り組む。

担当 授業改善部　豊かな心

学校教育目標 豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標

横浜市立 小雀小学校 令和８年度 豊かな心の育成推進プラン

中期取組目標実現に向けた「三つのプラン」
重点取組分野 具体的取組


